
支援学校と企業との交流懇談会 2026

企業の人事・採用担当者様向け

支援学校と企業との交流懇談会
～「説明会」から一歩進んだ、未来につながる対話型交流～

京都府立京都高等技術専門校 鳴滝総合支援学校

府立支援学校10校/企業10社 支援学校9校/企業10社

企業固定・学校ローテーション

専門的な教育課程を持つ府立支援学校(盲

学校・高等部専攻科など)との広域的な連携

が可能です。

 特徴： 市内の総合支援学校が集結。地域に根差し
た雇用や実習、業務の選定の相談に最適で
す。

 特徴：

 会場：

参加予定：

 方式：

9月18日(金) 10月7日(水)

 会場：

参加予定：

 方式： 企業固定・学校ローテーション

【府】開催概要 【市】開催概要

【重要なお知らせ：府・市の同時募集について】

本交流懇談会は「府」と「市」の双方で開催されます。

スケジュールが異なるため、両方へのご応募・ご参加も大歓迎です！

なお、選考は先着順ではございませんが、お早めにお申し込みください。

【障害者雇用】

開催趣旨・コンセプト
京都府下の各支援学校では、「企業で働きたい！」「社会の中で持てる力を発揮したい！」と日々頑張っている

生徒が大勢在籍しています。交流懇談会では日々努力している生徒をよく知る学校教員と企業担当者とともに企

業就労に求められる力について考え、今後の体験実習を通し、安定した雇用につなげて行くことを目的とした会と

なります。

一方的な「学校説明会」ではなく、企業と支援学校が対等な立場で意見を交わす「対話型交流」を目的としてい

ます。 事前アンケートをもとに設定した共通テーマ(実習時の配慮、職場定着のポイントなど)に沿って、ファシリ

テーターを交えながらざっくばらんに本音で語り合える場をご用意いたします。

本交流懇談会のポイント

① 事前アンケートの活用 ③

② ファシリテーターの配置 ④ 

皆様の関心が高いテーマ(定着支援、連携

方法など)を中心に進行するため、無駄のな

い情報交換が可能です。

各ローテーション中の一分一秒を「対話」に集

中させるため、名刺交換の時間はお帰りの際

にまとめて確保します。

役割定義と仕組みづくり

各ブースに進行役が同席。初参加の企業
様でも安心して質問・意見交換ができるよう
サポート
します。

精神論ではなく、組織の構造や役割の再定

義、業務選定といった実践的メカニズムを学

べます。

名刺交換は最後に集約

13:30～16:45
（受付13:15～）

13:30～17:15
（受付13:15～）



アクセス▼ アクセス▼

京都府立京都高等技術専門校 鳴滝総合支援学校

【府】の会場 【市】の会場

企業の人事・採用担当者様向け

■募集要項・お申込み方法

ご応募＆
お問い合わせ

■ご不明な点等ございましたら、まずは気軽にお電話下さい。

TEL:075-682-8928（担当：松岡）

mail: support@kyoto-jobpark.jp

- 市バス「宇多野病院前」下車すぐ

徒歩の方は正門ⒶまたはⒷからお入りください。

お車の方はⒷからお入りください。

対象企業：

応募方法：

2026年7月21日(火)～8月21日(金)15：00まで

障害者雇用の経緯▶

当日深く議論したいテーマ▶

学校の先生に直接、
本音で聞いてみたいこと▶

（自由記述）

障害者雇用に関心のある企業、今後の実習受け入れを検討中の企業(全業種対象)

専用フォーム（ジョブこねっと特設ページ）に必要事項をご入力の上、お申込みください。

※申込多数の場合は、業種や地域バランス等を考慮し決定します。

お申込みは以下のフォームよりお願いします。
※府と市の両方にエントリーされる場合は、お手数ですが2つの
　　フォームの入力をお願いいたします。

https://ourl.jp/MXLkk 　　https://ourl.jp/MR15Z

選考方式：

受付期間：

入力が必要な項目

□ 現在雇用している

□ 過去に雇用実績あり

□ 雇用実績なし・検討中

□ 実習時に重視すること

適性の見極め方や受入時の工夫について

□ 配慮事項の共有方法

得意・不得意や特性のミスマッチを防ぐ連携

□ 職場定着のポイント

長く働いてもらうためのメンタル環境ケア

□ 学校と企業の連携方法

実習から雇用、さらにその後のフォローアップのあり方

例）実習中に本人が「しんどい」と感じた際、

周囲のスタッフはどのような声掛けをすべきか、

具体的なノウハウを伺いたいです。

府 市

【障害者雇用】
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